
　（別紙４-２） 事業所：グループホーム　くるみの郷

作成日：      平成  27年　 　3月  　16日

市町村受理日：平成  27年　　 3月　  17日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議の設置と要旨を御家族に十分に
説明し、メンバー召集の工夫や柔軟なテーマ設
定や行事等に合わせて開催するなど会議内容
を魅力あるものと期待する。

御家族や外部の方々からより多くの意見や
要望を得られるようにして、運営推進会議の
内容やホームの状況をより伝わるように努力
する。

①ホームの勉強会、行事に合わせて運営推進会議
を行い、外部の方々にホームの状況を理解していた
だく。
②家族には議事録の郵送だけの一方通行にならな
いように、面会時、電話連絡時に意見、要望を聞き、
それを会議内容に取り入れていく。

1年間

2 33

重度化や終末期へ向けた方針を家族に説明後
の同意書が作成されていません。。

医療連携体制の円滑な遂行を図るため、
ホームとして重度化や終末期へ向けた方針
を家族に説明して同意を得る。

①ホームで「出来ること、出来ないこと」の見極
めを明確にし、重度化や終末期へ向けた指針を
重要事項説明書に記載して家族へ説明と同意
を得る。

1年間

3 35

火災、予期せぬ自然災害を想定した検討や対
応の強化し、利用者、その家族及び町内の協力
を得られるような実践的な訓練の実施

火災や自然災害を想定して、より実践的な訓
練を家族や町内、他施設と連携を図り、協力
関係を築いていく

①災害マニュアルの見直し
②地域連絡会議等で、協力体制を築くためにも
他施設と合同の訓練を行うように連携をとる。 1年間

4 40

食事介助が必要な利用者への支援は行ってい
ますが、職員は利用者と一緒の食事を取り組ん
でおらず、利用者の楽しみの中で大きな部分を
占める食事を一緒にすることによるメリットを検
討する。

職員は利用者と一緒に食事をする環境の整
備と一緒に食事をすることで得るメリットの検
討をする。

①職員の休憩時間を見直して、利用者と一緒に
食事とれる環境にしていく。
②2ヵ月毎に発行している広報と一緒に家族に
献立表も郵送する。

6ヵ月

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

有限会社　ふるさとネットサービス


